
花のホメオティック遺伝子（ＡＢＣモデル） 

 花芽の分化においては、Ａクラス，Ｂクラス，Ｃクラスの３種類の

ホメオティック遺伝子が存在することが知られており、分化の機構

も知られている。野生型では、Ａクラスのみではがく、ＡクラスとＢ

クラスの両方で花弁、ＢクラスとＣクラスの両方でおしべ、Ｃクラス

のみでめしべとなる。 

★野生型のＡＢＣ遺伝子の発現と分化先をまとめてみよう 

 

 

 



★Ａ欠損株、Ｂ欠損株、Ｃ欠損株のそれぞれでどのような変異体が生

まれるかシミュレーションしよう 
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